
東京都モーターボート連盟シリーズ２０１９ 第３戦 

実 施 要 領 
国土交通大臣杯 

承認番号 ２０１９－第６号 

 

１．名  称  東京都モーターボート連盟シリーズ２０１９ 第３戦 

２．主催団体  日本パワーボート協会 東京都モーターボート連盟 

３．期  日  ２０１９年１０月 ６日（日） 荒天中止 台風で延期 

４．場  所  茨城県神栖市横瀬２０６９－５ MGマリーン鹿島前 常陸利根川 

５．競  技 

１）実施方法  ＵＩＭ規則及び国内競技規則による。 

２）競技の種類 サーキットレース 

クラス コース 周回数 ヒート数 

ＯＳＹ４００ 1700m ３周 ３ヒート 

Ｖ２５０  

４００チューニング 

Ｖ８５０ 

1200m 

又は 

1700m 

15周 約 30分間 
１ヒート 

Ｆ５５０ 1700ｍ 20周 約 30分間 

Ｆ３０００ 1700ｍ 10周、及び 15周（得点 5割増) ２ヒート 

※ その他競技規則に合致するクラスは事前に当連盟までご相談ください 

※ エントリー数や出場数により、周回数やヒート数等を変更することがあります。 

   ※ 再レース、その他詳細は選手会で発表します。 

 ４）スタート方法 フライングスタート 

          フライング判定用機器が故障したときは、再スタートを行います。 

          エントリー数によりスタート方法を変更することがあります。 

 ５）ピットイン 

    ４００チューニングは、レース中燃料補給のためのピットインはしてもよい。 

６）タイムアウト ３分 

６．参 加 

 １）参加選手 

(1) 有効な小型船舶操縦士免状を有していること。 

 (2) 居住国の UIM代表機関発給のレーシングライセンスを所有していること。 

   (3) 健康診断を受けていること。 

 ２）参加艇 

  (1) 有効な JCI検査証書を有していること。 

  （注）JCI 検査証書の航行区域の条件に、「利根川（河口〜千葉県水郷大橋間）、常陸

利根川（JR 鹿島線鉄橋より下流）、鰐川{ 北浦( 潮来町白浜から鹿島町津賀を結ん

だ線以南 )を含む }」の水域が含まれていない競技艇は、臨時の書き換え手続きを

しておくこと。 

 (2) 日本パワーボート協会に競技艇として登録され、計測証明書を有していること。 

(3) モーターボート総合保険「搭乗者保険」１０００万円以上、第三者賠償責任保険

１億円以上に加入していること。 

 ３）申込み方法 

参加申込書を郵送または FAX、あるいは都連ホームページ（推奨）からエントリ

ーして下さい。 

     郵送先 〒124-0006 東京都葛飾区堀切８－４－１３ 杉浦方  

東京都モーターボート連盟 

     FAX先 ０４８－９９７－３０９７（サバスマリン）        

 【次頁に続く】 



４）参加料 

ク ラ ス 参加料／１隻 上下架料 

ＯＳＹ４００ ２２,０００円 上下架料は各自負担 

Ｖ 
３２,０００円 

大会前日１回、当日１回の料金を含みま

す。追加は別途各自負担 フォーミュラ 

    ※ 上下架装置を使用しない４００チューニングは参加料２２,０００円 

 (1) 参加料は振込でお願いします。     

振込先 

三井住友銀行 銀座支店 

普通 ７１８８５６４  東京都モーターボート連盟 

郵貯銀行 記号１０１５０ 番号７２６７８１０１ 

通常貯金 東京都モーターボート連盟 

    郵貯銀行の口座（通帳）から口座（通帳）への振込料は１回／月まで無料です 

  (2) 参加申込み期限 

     ２０１９年９月２３日（月、祭） 

(3) 参加申込みを受けた艇の参加料は返却しません。 

７．レース当日に持参する必要書類 

  (1) 海技免状 

   (2) レーシングライセンス 

   (3) 健康診断書（ライセンスにME印の無い者） 

   (4) 船舶検査証書、船舶検査手帳 

   (5) 計測証明書（オーナーズライセンス） 

   (6) モーターボート総合保険証書又はその写し 

   (7) 参加する競技艇の種類によりダンクテスト修了証 

８．表 彰  各クラス上位 

９．タイムスケジュール 

10月５日 13:10〜16:00 受付、検査 

10月６日 

   （日） 

 7:30〜 8:00 受付、検査 

 8:00〜 選手会、開会式 

 9:00〜 練習（受付、検査を終了した艇に限る） 

10:40〜 レース 

16:00〜 表彰式、閉会式 

10．その他 

 １）競技 

  (1) 練習および大会期間中を通じて選手の責任によって生じた事故に対しては、主催者

は一切の責任を負いません。 

   (2) 競技艇は、次の事項を特に整備しておくこと。 

浮体、ワイヤーダブル止め、セットボルト 

   (3) 詳細は、選手会で発表する。 

 ２）運営 

   (1) 大会期間中の関係者（選手を含む）の肖像権は、大会主催者が留保します。 

   (2) 非紳士的行為があった者に対してイエローカードを発行します。 

   (3) 荒天その他の理由で当日大会が中止となった場合、再レースは行いません。この場

合参加料は返却いたしません。 

 ３）地球の環境保全について 

   (1) ルールとマナーを守りましょう 

   (2) ガソリン、オイルはこぼさないように 

   (3) 騒音防止に配慮しましょう 

   (4) ゴミは持ち帰りましょう 

以上 


